
第二回学校運営協議会が11/26に開催され、PTAからは会長と愛護部長が出席しま
した。
＊学校運営協議会とは「地域とともにある学校づくり」「学校を核とした地域づくり」と
進めるために設置された仕組みです。PTAだより第３号も参照ください。

１）学校長挨拶
２）子どもたちの様子について
・各方面から潮見小に視察に来られている様子をお聞きしました
３）教示事項

1. 全国学力・学習状況調査について
・「朝食を全く食べてない」という児童の割合が全国平均の３倍となっているこ
とにみなさん心配されておられました。
・学力調査の結果は全国平均比較だけでなく、昨年度との比較も欲しいとい
う声もありました。

2. 伊丹市笹原小学校視察について
・校長とPTAで１１月に視察した笹原小学校の地域サポーターさんが取り組ん
でいる九九支援について説明がありました。「九九を覚えさせようとするの
ではなく、子どもたちの意欲を高めることが目的ときいて、ぜひ潮見小でも
実施できるといいですね」とのお言葉がありました。

3. 学校防災について
・防災士の吉村様から潮見校区防災会の取り組みを再開していきたいとの
お話がありました。
⇒ https://sites.google.com/view/shiomishouku-bousaikai

2026/1/25 に芦屋市総合防災訓練会が実施されます。例年コミスクで行っ
ている炊き出しも今回はこの訓練会と一緒に行われるそうです。
ぜひ皆さん、いざという時のための防災意識を高めましょう。たくさんの方
の参加をお待ちしてます。
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今年もあと数週間となりました。インフルエンザが猛威を振るってお

りますが、体調を万全にして年を越しましょう。
また、ミマモルメで配信しています通り、PTA規約変更についての臨

時WEB総会を予定しております。【今後の新しいPTAの在り方】、
【PTAにこだわらない保護者の学校への関わり方】などを来年度以降考
えていきたいと思っております。ご意見やお考えなどありましたらぜひ
お寄せください。

ＰＴＡ執行部へのお問い合わせはこちら→
https://forms.gle/W7d1rmGzPhJ3qUF59



12/5、潮見まつりの賑わいの中、今年最後の交流会を開催しました。先生方と
のサポーター活動についての振り返りや今後のPTAのあり方を話し合っている中

で、参加いただいた保護者の方々からは特に低学年の子どもたちの下校時のトラ
ブルについてお声が多かったので以下にご紹介します。

● むすびへ向かう途中に転んで頭にケガをし、ねんざして歩けなくなっている低

学年の子どもを見てひとまず学校に電話した。先生もお忙しい中、結果的にお迎
えに来ていただき学校で保護いただけたが、本来は学童にお願いすべきだった
かなと思った。

●低学年児童が下校中にあたまが痛いと座りこんでいた。知っている子ではなく
家もわからず、また急病という切迫感もなくちょっと疲れたという様子だったためど
うするか迷っていると、ゆっくりと歩いて自分で帰っていった。まわりにお友だちも
おらず一人だったのでどうすればよかったのか悩んだ。

●あゆみ橋の緊急通報ボタンをいたずらに押した子がいて下校中の通学路に大
きなサイレンが鳴り響き、とくに低学年の子どもたちが怖がっていた。通報マイク
でいたずらであることを伝え謝罪したが、また同じいたずらをされては困ると感じ
た。また、サイレンを怖がる子どもたちもかわいそうだった。

●あゆみ橋のまんなかあたりのすき間から、下を通るカヤックにむかってゴミや石
を落として遊ぶ低学年の子どもたちを見かけた。悪気はないのだろうけど危ない
行為だと思う。

●下校時にあゆみ橋の下の護岸におりて遊ぶ子どもたちを何度か見かけた。注
意してもなかなかやめない。先生も学校で注意していると聞くが、柵などもなく危
険なので家庭でもよく話をしてほしいと思った。

登下校の子どもたちは原則学校の管理下にはなく、保護者の方の家庭での指
導によってその安全は守られています。先生方の一時的なつきそいや愛護さんの
見守りは学校・行政側の義務ではなく、トラブルなく元気に学校に来られるように
と願う先生、ボランティアさんたちの思いです。

上記のようなトラブルが起きた場合はどうすればよいか、適切に誰かを頼るには
どうすればよいか、おもしろ半分にしたことでどんな社会的影響があるか、時間の
ある冬休みに各家庭でもう一度子どもたちと話し合っていただければと思います。

12/24には校外児童会があります。保護者の方も参加いただけますので、ぜひ

子どもたちと一緒に通学路を歩いていただき、どんな危険があるか、どういったト
ラブルがありそうか、考えて話し合っていただけたらと思います。大きなトラブルで
本人やまわりが悲しい思いをすることがないよう、小さなトラブルの内に解決して
安心安全な登下校を守りたいと思います。
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